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第８章  計画の推進 

1 計画の推進体制 

温室効果ガスは、日常生活や事業活動など、あらゆるところから排出されていることから、

本計画の推進体制は、市、事業者、市民がそれぞれ求められる役割を果たしながら、相互に連

携して緩和策や適応策に取り組む体制とします。 

＜市＞ 

市は、温室効果ガスを排出する一事業者であることを認識して、率先的な立場で緩和策及び

適応策に取り組みます。また、市民・事業者が脱炭素化を積極的に進められるよう、あらゆる

手段を排除せず、関係機関とともに脱炭素化施策を推進します。 

事業者に対しては、市、産業支援機関、金融機関、地域新電力で構成する「浜松地域脱炭素

経営支援コンソーシアム」を通じて、関連機関が一体となって脱炭素経営に取り組む地域企業

を伴走支援します。 

また、地域内外の企業や大学、関連機関で構成する「浜松市カーボンニュートラル推進協議

会」を通じて、地域の脱炭素化や地域企業のグリーントランスフォーメーションなどにつなげ

る、新技術開発や新たなビジネス創出に向けたプロジェクトを産学官連携などにより推進しま

す。 

さらに、市民に対しては、「浜松市地球温暖化防止活動推進センター」などを通じて、地球温

暖化の現状やその防止対策の重要性などを座学や研修会、展示会などにより広く情報発信しま

す。また、「浜松市地球温暖化防止活動推進センター」などを通じて、市民・団体からの意見・

提案などを収集し、官民一体となった今後の施策に活かしていきます。 

＜事業者＞ 

産業部門から排出される二酸化炭素は、直近の数値である 2020 年度は 957.9 千 t-CO2

であり、2013（平成 25）年度と比較すると 363.7 千 t-CO2削減していますが、2030 年

に向けては、さらに344.2 千 t-CO2の削減に向けた対策が必要です。 

また、業務その他部門から排出される二酸化炭素は、993.7 千 t-CO2であり、2013（平

成 25）年度と比較すると 409.3 千 t-CO2削減していますが、2030 年に向けては、さらに

329.0 千 t-CO2の削減に向けた対策が必要です。 

今後の2050年カーボンニュートラル実現に向けては、あらゆる経済活動において、温室効

果ガスの排出削減がさらに強く求められます。 

事業者は、まず、自社が排出する温室効果ガスの見える化をすることで、現状を把握します。

次に、徹底した省エネルギーの推進や再生可能エネルギーの導入、社用車の電動化、燃料の転

換、電気設備への転換など、温室効果ガスの排出削減に積極的に取り組みます。 
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＜市民＞ 

家庭部門から排出される二酸化炭素は、直近の数値である 2020 年度は 946.0 千 t-CO2

であり、2013（平成 25）年度と比較する 254.7 千 t-CO2削減していますが、2030 年に

向けては、さらに305.2千 t-CO2の削減に向けた対策が必要です。 

市民一人ひとりが、まず、家庭で排出する温室効果ガスの見える化をすることで、現状を把

握します。次に、省エネルギー活動や省エネルギー製品の購入・利用など、脱炭素型ライフス

タイルへ転換します。さらに、太陽光発電設備をはじめとした再生可能エネルギーを可能な範

囲で導入していきます。 

また、自家用車の購入の際は、電気自動車やハイブリッド車など二酸化炭素の排出がない（少

ない）電動車を選択していきます。 
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図表8.1 推進体制 
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2 計画の進捗管理・チェック 

施策を確実に実施し、温室効果ガス排出量の削減目標を達成するためには、外部の有識者な

どによるチェックが必要です。 

本計画のチェック体制として、「浜松市環境審議会」に毎年１回、温室効果ガス排出状況や施

策の実施状況を報告し、必要な施策の進捗状況について意見・提言を受け、本計画の推進に反

映します。 

具体的な施策については、年度ごとに「浜松市カーボンニュートラル推進計画」を策定し、

必要な取組を実施します。推進計画のチェック体制としては、外部有識者や省庁、地元経済界

で構成する「浜松市カーボンニュートラル推進会議」に適宜報告し、具体的な施策について意

見・提言を受け、推進計画に反映します。 

緩和策や適応策に関する施策は多岐にわたり、庁内の多くの部署が直接的・間接的に関わっ

ています。このため、市長をトップとした庁内組織である「カーボンニュートラル推進本部会

議」を通して、これまで以上に関係部局が連携・協働して、本計画に基づく施策を推進すると

ともに、取組の進捗状況に応じて施策の見直しなども行っていきます。 
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図表8.2 進捗管理体制 


